
榎本

ほしい地区社協と、守秘義務のため話すことが
できない民生委員という関係の中で、民生委員
が一生懸命に地区社協活動をしていると、いろ
いろな葛藤を常に感じないといけない状況が作
り出されていると、ものすごく感じています。

　行政には、自治会の加入率をしっかり上げて
ほしいとお願いしています。市全体の加入率は
約 62％、低い地域になると 30％台で、今も下
がっている傾向にあります。自治会のないとこ
ろの情報を掴むことはなかなか難しいんです。

　支援者側として、一緒になって考えないとい
けないのは、受け手側の意識の持ち方があると
思います。
　例えば、震災でいうと、「受援力（助けても
らう力）」というものが大切だと思います。き
ちんと、SOS を出せるような人になっていただ
かないといけない。これは行政だけでは難しい
ところもあると思うので、社協もその役割を担
えればと思います。

（写真左から）羽田氏（鴨川市）、木野氏（匝瑳市）、山﨑氏（市川市）

　委員の中には、民生委員活動だけでは情報が
取れないから、地区社協活動に参加することで、
情報を集めていると言っていました。地域に
よっては、そういう目的で自ら進んでサロンな
どの活動に参加している人もいますね。

榎本

　サロンなどに行くことで、情報がある程度つ
かめる反面、サロンなどに出て来ない、または
出て来られないような方たちの情報がつかみに
くいというところがありますよね。
　匝瑳市では、平成 22 年８月から「１人暮ら
しで 70 歳以上の高齢者世帯」と「75 歳以上の
夫婦世帯」を対象に「あんしん箱」という事業
を始めました。これは、何かあった時のために、
箱の中に連絡先やその季節の衣類などをしまっ
ておくものなんですが、この事業を行う時も民
生委員にお願いしました。担当地域に、対象世
帯は何世帯あるかという調査と、その対象者に
箱を届けることをお願いしたんです。
　民生委員からは、活動自体は面倒だと言われ

木野

　（実態調査には）「地区社協活動への参加につ
いてやりがいや負担感はありますか？」という
質問があり、市川市は都市部にも関わらず、や
りがいを感じている方が多いようです。何か特
徴があるのでしょうか。

泉

地区社協の機能や活動に、価値を見出せれば
負担感は変わる

　おそらく、以前の方が負担感は強かったよう
に思います。ただ、皆さん言われるように、今
の方が仕事は増えているはずなんです。
　これまで、ボランティアとして福祉に携わる
となると、特定のグループに所属している人か
民生委員でしたが、市川市では自治会だけとか

ましたが、何か持っていくのは（安否確認とし
て）訪問する良いきっかけとなって、初めて訪
問できたところもあったようです。安否確認す
る場合でも、何かきっかけがないとなかなか行
きにくいのかなと感じました。
　夏と冬で、この「あんしん箱」に入れる中身
も変えないといけませんので、対象者に「（箱
の中身の）入れ替えをしていますか」という確
認も、安否確認に行くきっかけになればいいと
思っています。当初予定していた数は、300 個
（世帯）ほどでしたが、今では 1,200 個の利用
があり、現在も増え続けています。山﨑
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